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'手 稿 本 に よ るオ リジナル版Sancluary
の研 究(1)
菊 池 昭
書 き変 え られ る前の,い わば原 一Sanctuaryは,手紙文 のかたちを とる極
く短 い二つの章を含む,総 数二十七 の章か ら成 り立 ってい る。本論 は,現 在 ヴ
ァージ ニァ大学 オール ダマ ソ図書館 に保管 されてい るそ のマ ニュス クリプ トお
よびタィプス ク リプ トを通 し,そ れぞれの章について常にそれ と全体 とのかか
わ り合いを視野 の うちに納 めなが ら,章 毎 の構成 的並 びに内容的な意義を探 る
ものであ る。随 時改 訂版 とも比較 しつつ,マ ニュス ク リプ ト中に見 出され る加
筆部分については もちろん,必 要に応 じFaulknerによって一度抹消された箇
所 もで きるだけ判読 して文体論的な考察を加 え,新 しい角度か らこの作品 の持
つ倫理性社会性 を明 らかに して行 きたい。
1.「 第1章 」 に つ い て
オ リジ ナ ルSanctuaryのマ ニ ュ ス ク リ プ トは 次 の 文 章 か ら書 き 出 され る。・
Eachtimehepassedthejailhewouldlookupatthe
barredwindow;usuallytoseeasmall,pale,patient,tragic
bloblyinginoneofthegrimyinterstices,orperhapsablue
wispoftobaccosmokecombingraggedlyawayalongthe
Springsunshine.Atfirsttherehadbeenanegromurderer
there,amanwhohadkilledhiswife;slashedherthroat
witharazorsothat,herwholeheadtossingbackwardfro皿
thebloodyregurgitationofherredthroat,sheranoutthe
cabindoorandforsixorsevenstepsupthequietmoonlit
[167]
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1ane.
主 人 公HoraceBenbowは,ま ず ア ノ ニマ ス な"he"で 示 され,幾 分 思 わ
せ ぶ り な か た ち で 登 場 す る。TS.で は,上 記 七 行 目 の"headtossing
backward"が"headfurtherandfurtherbackward"に,八行 目"red
throat"が"bubblingthroat"に変 え られ,Revisedversion第16章(オリ
ジ ナ ル 版 第1章 が 利 用 さ れ る章 。 な お,以 後Revisedversionは,Rで 示
す)の 書 き 出 しに は,こ の変 更 さ れ たTS.の 表 現 が 利 用 さ れ て い る。
上 記 中,男 に カ ミソ リで 喉 を 切 られ る 女 の 話 は,い うま で もな くLightin
Augecstに引 き つ が れ て 行 く もの で あ る が,実 は この 部 分(六 行 目"Slashed
herthroat"以下)は,MS.1の マ ー ジ ソに あ とか ら書 き込 まれ た もの な の で
あ る 。 従 っ て,か っ てLaffayette郡で 現 実 に 起 こ った こ の陰 惨 な 殺 人 事 件
は,ω オ リジ ナ ルSanctuaryにお い て 一 と い う よ り も,厳 密 に は そ の マ ニ
ュ ス ク リプ トの第 一 枚 目に この 追 記 が な さ れ た ま さ に そ の 時 に,文 学 的 に 濾 過
さ れ てFaulknerの文 学 世 界 の 一 つ の 富 に な っ た とい え る だ ろ う。
と まれ,MS.,TS.第1章 は,女 房 を 殺 した こ の 黒 人 死 刑 囚 が 夕 方 に な る と
歌 い 出 すspiritualsの話 か ら始 ま っ て,Goodwinは す で に 刑 務 所 に 入 っ て い
る もの と して 現 わ れ,Horaceが 今 や 自棄 的 に な っ て い る この 男 を 救 う努 力 を
し よ うと決 心 して,そ の こ とを 妹 のNarcissaと そ の 家 に 同居 して い るMiss
Jennyに告 げ る と い うか た ち で 進 む 。 従 っ て こ うい う場 面 か ら始 ま る オ リジ ナ
ルSanctuaryは,後 続 の 章 で,当 然 過 去 に 遡 及 し,Goodwinが 刑 務 所 に 投
じ られ た 理 由,HoraceがGoodwinを 知 るに 至 っ た 事 情 等 を 述 べ な が ら物 語
を 進 め る構 成 に な らざ るを えな い 。
と ころ で,Goodwinの 弁 護 を 引 き 受 け るつ も りだ と語 る と,Horaceは 意
外 に もNarcissaから猛 烈 に 反 対 さ れ る 。一 方 この 章 で は,HoraceがGoodwin
の 女 一Rubyに 初 め て 会 った,そ の 時 の 彼 女 と彼 女 の 弱 々 しい 赤 ん 坊 の 様 子
(1)SeeJohnB.Cullen,OldTimesintheFaullenerCountry(ChapelHill:
TheUniversityofNorthCarolinaPress,1961),pp.89-98.
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が述 べ られてい るのだが,問 題は,物 語の冒頭で(改 訂版では,話 がか な り進
行 してか らとい うかた ちに変わ って しま うが)こ うしてHoraceをめ く・る二人
の女が並 べて提 出されてい ることである。 これは決 して,意 味がない と無視で
きる ことでは ないはずだが,ま ず,こ の章での二人が どの よ うに書かれてい る
かを比べてみ よう。
Horaceを非難す るNarcissaのことばは,ほ とん ど罵 りに近い。 次の よ う
な ことばを,兄 に対す る思い遣 りか ら出て来た な どと読 み違 える ことはで きま
い。(MS.とTS.の 間に一,二 極 く些小な違 いがあ る。引用 はTS.に 従 う。)
←)Andwhenyoujustwalkedoutofthehouselikeanigger
andlefther〔Belle〕Ithoughtthatwasdreadfultoo,_
(MS.2,TS.4;R.113(2})
(⇒ 〔you〕deliberatelymixyourselfupwithawomanyousaid
yourselfwasastreet-walkOr,amurderer'swoman.
(MS.2,TS,4;R.113)
⇔Dontyouseethatyouarealwayshavingtocleanup
afteryourself?It'sthatthere'salitterleft;it'sthatyou
-一that--Buttobringastreet-walker,amurderess,into
thehousewhereIwasborn.(MS.2,TS.5-6;R.114)
一 方Rubyに つ い て は ,MS.,TS.に 次 の よ うな 叙 述 が あ る。
筆 者 。)
爬イ タ リ ヅ ク ス
Thewomanworeadressofgraycrepe,neatlybrushed
andskilfullydranedbyhand_.onthecotbesideherlaya
grayhatwithabrimandゴaneatly-dranedveil,andeach
timeHoracesawithewonderedagainwhenhehadlast
seenaveil.Sheworethecost"meeveryd¢y.Theo多 ¢砂
othertimehehadseenhersheω αSω8〃 勿9αsh砂eleSS
ga7〃2e%toffadedcaliCO2abatte7edPairofman,Sunlaced
(2)R.に後 続 す る数 字 は ペ ー ジ数 を示 す。 な お,改 訂 版 の ペ ー ジ ・レ フ ァ レ ンス は す べ
てRandomHouse版Sanctuary(Copyright1931,renewed1958,byWilliam
Faulkner)によ る。
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brogansflappingabouthernakedanleles,andSO,although
he肋4seenん θ74α吻nOWメ0ア 漉76θweeks,itseemed'0
ん伽 α彦times彦勿'hehadseen舵70nlツtwice伽 痂slife.
(MS.1,TS.3)
イタ リックス部はR.で 除かれて しま うのだが,し か しこの部分 は実はMS.
1であ とか らマ ージ ソに追記 された ものだ ったので あ る。章 を追 って読み進 ん
で行 けばは っき りす る ことだが,こ れ以後HoraceがRubyの ことを思い出
す 時には,彼 女はいっ も色裾せたキ ャラコの服を着て彼の想念 の中に浮か んで
来 るので あ り1,それだけキ ャラ コの服 のRuby-一一初めて会 った 時 の 彼女 は
Horaceに強烈 な 印象 を 与 えた といえるに違 いないのだが,そ れ だけに限 ら
ず,い まRubyに 毎 日会 っていなが ら,Horaceが「ただの二回会 った だけ と
い うよ うな気がす る」 と思 うとき,そ れは単に二種類 の服 しか持たない女 とだ
け イ メージされ るとい う意味の ものではな く,顔 を合わせ る折 りふ し,「今 日
が 出会 いの二回 目」の ように感ず るとい う意味を含んで いると考えてみた い。
いささか深読みの き らい もな くはないが,し か しもしそ う考 えることも可能だ
とす れば,上 の ことばはHoraceがRubyと い う女 の中に何 か しら新 しい も
の,自 分 の過去の生活 の どこに もなか った ものを見 出 してい る一 敢 えていえ
ば,Rubyを 見 るそ の折 々に彼は新鮮 な感動を受け る よ うに思 うとい う,そ う
したHoraceの感情を表わ した もの と読 め るわけで,い ずれ にせ よ,オ リジナ
ル版におけ るFaulknerは,その第1章 でHoraceに対す るNarcissa,Ruby
それ ぞれの関係を まずは っき りさせてい ると考えて間違いないであろ う。別様
にいえば,Faulknerはまず,(オ リジナルSanctuaryとい う)物 語 はまさに
ここか ら出発す るのだ とい うこと,つ ま りHoraceの二 人の女に対す る愛 憎の
関係(後 述す るよ うに,こ の場 合の愛 には性的な ものは含 まれ ない)を め ぐっ
て展開す るのだ とい うこと一 それを読 者に示 した のだ と考 え られ る。
ナ リジナルのSanctuaryを,そのgalleyを通 して調 べたLintonMassey,
MichaelMillgate,GeraldLangfordもまた,第1章 で の こ うした記述か らま
ず読 み出 したわけで ある。 だが,こ の章がRで は第16章に移 され全体 の中で
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す っか り違 った働 きをす る ようにな った,そ の印象が頭に残 っていて虚心 に読
めなか ったせいなので あろ うか,彼 らは第1章 で の この兄 と妹にかかわ る問題
を見過 ご し,代 りにそれ以後 の記述 に現われ るHoraceのNarcissaに対す る感
情の うちか ら,た だそ の愛 着の面 だけを取 り上 げて一 あ るいはむ しろ,そ れ
しか見 る ことがで きない ままに,Horaceはただそれだけの人物にす ぎない と
考 えて しま う。MasseyはrHoraceBenbow,すなわち 自分 の意志を持たず,実
行力に欠け,お まけに雄 々 しい気慨に も縁が ない とい う,そ れ ほ どまでに半隠
しに してい る自分 の 、incestuousな幻想 の犠牲 にな ってい る 男」 と言い,(3)
MillgateによれぽrHoraceはFaulknerの善意 の失敗の一つ とい うものであ
り,直 な心は持 ってい るが,い つ も長広舌に精力を費すだけの,行 動す るに ふ
さわ しい勇気 も意志 も持た ない知識人」 とい うことにな り,ω そ してまた オ リ
ジナルSanctuaryに対す るFaulkner自身の否定的な ことばをの っけか ら作
家の鞘晦 ときめてかか るLangfordにな る と,「当初描 いた 〔Horaceの〕パ ー
ソナ リテ ィのい くつか の面 をFaulknerが削って しまった」 結果,Horaceの
キ ャラ クターは 偏平 にな って しまった(5)と言いつつ(こ の ことはあ る意味 で
的を射た観察であ るに して も),結局の ところrHoraceは彼の秘めた性意識の
吐け 口としてNarcissa,BelleそれにLittleBelleを利用 したのであ り,
チヤ　 ジ
Goodwinを 責 め か ら解 き 放 と う と した の さ え,一 つ に はRubyの 肉 体 的 魅 力
に 心 動 か さ れ た た め だ っ た 」〔6}と,HoraceをFreudの い わ ゆ る イ ドの 化 身
の よ うな も の に し て し ま うの で あ る 。 こ れ ら の 見 解 が ど れ ほ ど 誤 謬 に 満 ち た も
の で あ る か を,本 論 は 順 次 明 ら か に し て 行 く が,と に か く オ リ ジ ナ ル
Sanctuaryにお い てHoraceがNarcissaの こ と を 思 い め ぐ ら す の は,妹 に
(3)LintonMassey,"NotesontheUnrevisedGalleysofFaulkner'sSanctuary,"
StudiesinBibliograPhy(PapersoftheBibliographicalSocietyofthe
UniversityofVirginia),8(1956),202.
(4)MichaelMillgate,TheAchievementofWilliamFaulkner(NewYork:
RandomHouse,1966),p.117.
(5)GeraldLangford,Faullene〆sRevisionoノ"Sanctecary":ACoUationOfthe
UnrevisedGalleysandthePublishedBook(Austin:UniversityofTexas
Press,1972),p.11.
(6)1bid.,p.22。
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一層固着 しよ うとい う願望か らなどでは決 してな く,反 対に,彼 が現在の妹に
あ る種 の失望を感 じ,そ の失望 と昔 の 自分の感情 とを比較 してみ るためであ る
にす ぎない。例 えば,先 に引用 した兄の行動を批判す るNarcissaの冷たい こ
とば(169ペ ージ参照)に 続 く部分 に,Horaceが妹の性格 を も う一度ふ り返
って考 えてみ るとい うくだ りがあ る。MS.のP.3,TS.ではP7に 出て来 る
Horaceのそ の時の行為の意味 もまた,彼 が妹の態度に よってあるシ ョックを
受けたか ら,昔 の 自分 は一体 どんな気持 で この妹に接 していた のだ ったかを考
えてみた とい うことにほかな らないのであ る。MS.,TS.のこの部分は,R115
に利用 され てい る。従 ってR.を 読 む とき も,こ の箇所は当然Horaceの妹に
対す るそ うした失望感 を頭に置いて眺め ることが必要 なのだ といわ なければ な
らない。
ところで,R.115の記 述 は,正 しくはMS.で はな くてTS.7の 利用 であ
り,TS.とMS.の 間にはかな りの違 いがあ る。TS.の方は,MSの 文章か ら
幾 らかの部分を削 った ものなのだが,し か しこのMS.3の 記述 か ら除 かれ て
永遠に人 目か ら隠 されて しまった もの こそ が,実 はNarcissaに対す るHorace
の期待 と,ひ いてはそ の失望一Horaceが 妹へ の愛 を通 して何 を見,何 を求
めて来ていた のか,つ ま りは,Horaceにおけ るincestuousな愛 の中味 を明
らかにす るもの と考 え られ るのであ る。
この問題 については,し か し私はすでにほか の場所 で論 じてい る。(7)くり返
しは避け るべ きなのだが,紙 数 の都合で舌足 らず にな らざるを えなかった先 の
論述を,こ こでい ささか補足 してお くの も必要 な ことか と思 う。念 のため,も
う一度MS.3の 記述 を引用 す る と,次 の通 りである。
"Fiddlesticsノ'MissJennysaid``DoyouthinkNarcissa'd
wantanybodyto㎞owthatanyofherfolkscouldknow
(7)「未 改 訂Sanctuaryに おけ るHoraceBenbowのincestuousな感 情 を め ぐる 問
題 」,大 橋 健 三 郎 編 『ウ ィ リア ム ・フ ォ 一ークナ ー』(南 雲 堂),1(1978),1-22.
「Pro1)lemsconcerningHoraceBenbow'sIncestuousFeelingsilltheMan・
uscriptandtheTypescriptoftheOriginalVersionofSanctuary」,r人文 研
究 』(小 樽 商 科 大 学),LIV(1977),1-26;LV(1978),39-48.
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・peoplethatwoulddoanythingasnaturalasmakeloveor
roborsteal?"Therewasthatqualityabouther,thatinviola・
tion,imperviousness.]日[ehadcountedonthatimperviousness.
Duringallthose5dayswhilehewasontheroadtoJefferson
hehadcountedonthat.Hehadnotbeenenoughtoexpect
thatshewoulddesirealsothatherlifebecurvingback
towardthebedinwhichithadrunbeforethatconfluence,
orthatawoman-anywoman-shouldbotherverymuch
overamansheneithermarriednorbornewhenshehadone
shedidbreedtoragandcherishandgrieveandfretover.
Buthedidexpectimperviousness:adoorgivingintothat
room,whichheneedneverhavequitted.(sic)
MS.とTS.(す なわ ちR.115)を 比較 してみ ると,Faulknerがここでの
"imperviousness"とい うこ ばに複雑な意味を持たせ て使 ってい る ことがわか
る。そ れはまず"inviolation"に等 しい もの として現われてお り,こ の ことの
意義はい うまで もな く大 きい。 だが また,MissJennyのことばは,Narcissa
が 自分 の見て くれ の清 さを守 るために汚れ と見 える外部 の ものは どんな もの も
近づけない とい う,そ うした 自己満足的 自己保存欲 の強い女である ことを暗示
してい る。Horaceは,Narcissaの非難 の ことばで もほのめか され,MS.,
-TS
.で は次 の第 ∬章 で明 らかに され る ように、妻Be11eの 所 か らとび 出 した
あ と数 日間徒歩の旅をつづけていたわけだが,そ の間彼が心 の拠 りどころに し
ていたのは妹の"imperviousness"であ った とい う。 この ことが,退 廃 した女
であ る自分の妻,Belleから受けた ど うしようもない 「汚れ」 の感覚を,妹 の
「汚れ にimperviousな質」,"inviolation"その ものの ような彼女 のすがすが し
さ に も う一度接す ることで洗い流 したい そ うい う意味 で妹の持 ついわば浄
化 力を心 の支 えに していた,と い う意味 であ ることは明 らかであ り,そ の こと
.は書 き直 されたTS.の方に もなお間違いな く窺 えるはず であ る。だが,人間 と人
生について,そ れを まっす く・に見つ めることので きる目を持 ったMissJenny
は,NarcissaをHoraceのよ うに美化 して眺めていない。 結論を先に言 って
しまえぽ」,オ リジナルSα πc伽醐yは このNarcissaの"imperviousness"を
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め ぐっ て,Horaceが 事 あ る ご とに 「自分 だ け は 清 げ に 無 傷 で い よ う」 とい う,
ま さ にMissJennyが 指 摘 した 通 りの 彼 女 に 突 き 当 り,つ い に 彼 女 の"imper・
viOUSneSS"とは,実 は た だ そ れ だ け の もの で,"inviOlatiOn"の面 な どは 最 初
か らな か った の だ とい う こ と を 知 る物 語 で も あ る の だ 。FaulknerがMS.3の
記 述 か ら この"inviolation"を削 り,こ の 部 分 に 手 を 加 え た 理 由 は,MS。 の
ま ま で にNarcissaを,"imperviouspeSs"の美 しい 一 面 だ け で 飾 る こ とに な
っ て し ま うの に 気 が つ い た か らで あ ろ うが,こ の 観 点 か らい え ば,オ リジ ナ ル
版 の 書 き 直 し とは,つ ま る と こ ろHoraceの 中 か らNarcissaの本 質 に っ い て
の段 階 的 な 覚 醒 とい うプ ロ ッ トを 削 り落 して,彼 女 を 最 初 か ら 「自分 の 見 て く
れ の 清 さ の た め に は 他 人 の 苦 痛 に 無 感 覚 」 た だ そ うい う意 味 のimper・
viousness,それ 以 外 に は もは や ど ん な 意 味 合 い も 含 まぬimperviousnessを
持 った 女 と して登 場 さ せ る こ と で あ っ た の で あ る。
と もあ れ,こ う して 我 々 はMS.3の 記 述 の 中 に,Horaceに っ い て,ひ い
て はSanctuary全体 に つ い て,正 し く理 解 す るた め の た しか な 手 が か りを 見
出す 。 そ の 意 味 に お い て,マ ニ ュ ス ク リプ ト第 三 枚 目は と りわ け 看 過 しえ な い
価 値 を 持 つ が,し か し先 に 公 表 した 論 文 で 私 はFaulknerの 筆 跡 の 判 読 に 蹟
き,〔8}上記 引 用 文 の 最 後 の 文 字"quitted"を"guilted"と誤 読 して 論 を 進 め
た 。"hedidexpecti皿perviousness:adoorgivingintothatroom,which
heneedneverhaveguilted"ならば,そ こ で ほ の め か さ れ る の は,Horace
が 一 時 に せ よ 妹 と の 肉 体 的 接 触 を 欲 望 し た とい う こ と で あ ろ う。 そ して
Faulknerの文 学 に あ っ て,我 々は 例 え ば,未 完 の 中 篇Elmerの 主 人 公 に も,
(8)'たしかに,Faulknerのカ リグラフ ィは,決 して読む に易い もの ではない。 ヴァー ジ
ニ ア大学 でFaulknerの研 究を 続けていた際 ,私 は大学新聞TheCavalier1)ailyの
イ ソタヴ ュ 一ーアーに対 し次 の よ うに述 べたが,そ れはFaulknerの筆跡が どの よ うな
ものであ るかを,い ささか乍 ら説 明す るものであ る と思 う。
"Faulkner'sletteringisapartialcipher.AssoonasIstartedreadinghis
manuscripts,IhadsomuchdifficultythatthefirstthingIhadtodowas
makealistwithwhichIcanreadFaulkner'spersonalcipher.Forexample,
theletters`t'`r`i'and`f'areallexpressedidentically,asobliquelines.
Andtheending`ing'isneverwrittenout-hesimplyusesasmallhook."
(TheCavalier1)αゴリ7,Nov.19,1975)
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またMosquitoesのPatriciaにも,こ のHoraceと同種 の情が動 くのを見
る以上,若 年時のある一夜,Horaceがふ とそ うした欲望 に捉われた ことがあ
った と描 かれてい るとして も,そ れ をあなが ち奇異 と考え ることはできない。
だが ここで実際に使 われ てい るのは,"guilted"などとい う(英 語 としては)
尋常な らざるこ とば ではな くて平常 な"quitted"とい う語 であ るとい うことに
なれば,見 方はいささか変わ らねばな らない。"quitted"の場 合,Horaceが
そ の とき固着 してい るのは"thatroom"によって示 され るNarcissaの「心」
であ って,そ の肉体 な どではな くな るか らであ る。 オ リジナル版第II章で述べ
られ ることだが,Horaceは,NarcissaがYoungBayardとの結婚を きめた
とき,そ うした無意味な因習 のために彼女は肉体の純潔を失 うばか りでな く,
更にそ のことか ら心 の清 らか さまで失 って しま うだろ うと信 じ,今 まで 自分が
愛 しつ づけ,生 きるよす がに して来た汚れ のない妹の心,そ の心に も今は別 れ
を告げねば な らぬ一 妹 との間にあった,あ の純粋 の愛 は もはや終わ った のだ
と絶望 的に考え るのであ る。
そ の結婚か ら十年 がた ち,い まにな って思い返せぽ,当 時そ んなふ うに性急
に,変 質す ることな どあろ うはず もない妹のあの純潔を疑 った りした のは,何
とい う間違いで あった ろ う一 末尾の一語が"quitted"であるとき,問 題 の
一文が意味す るところは ,た しかにそ うい うことにな る。だがそ うであ ると し
て も,そ の意味 内容は,私 が先に発表 した論文 「未改訂Sanct"arツにおけ る
HoraceBenbowのincestuousな感情をめ ぐる問題」 の主 旨か ら大 き く離
れ,従 ってそ の リーズニ ソグに根本的な変 更を迫 るな どとい うものには決 して
な らず,む しろそ うで あればあ るだけ,そ れは究極的に(Sanctuaryの本質
についての)私 の主張を補強す るものに さえな って来 るといわ なけれ ばな らな
い。なぜな らば,問 題 の一文を"guilted"と見誤 って読 んだ として も(そ して
そ の誤読 の結果 としての,妹 の 「肉体」 に対す るHoraceの一時的な愛着 とい
う解釈は,も ちろん直 ちに訂正 しなければな らない ことであ るに しても),そ
れは結局,私 がHoraceのNarcissaに対す る愛 の核心 として述 べた,妹 に対
す る性 とは無 縁の愛を,妹 の 「心 のvirginity」に対す る讃美 を,際 立たせ
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ることに役立 ったにす ぎなか ったか らで ある。
とはい うものの,Horaceは(たしかに,坊 ちゃん的甘 さのあることも否定
で きないに しろ)た だの観念的な精神至上主義者な のではない。む しろそれ ど
ころか,逆 に彼は,人 間におけ る肉体 とい うものを強 く意識 し,男 と女 の愛 に
おけ る肉体 の力を誰 よ りもよ く知 っていたか らこそ,肉 体の汚れが精神に も及
び,そ れを も汚 して しま うと信 じて,そ のことを極 端におそ れた のだ とい えよ
う。彼が 自分 の この考えの誤謬に気 づ くのは,Rubyと い う女に 出会 ってか ら
だ とい うことは,先 の論文rHoraceBenbowのincestuousな感情」 の中で
も明 らかに した し,本 論で も後述す るところだが,と もあれ,す でに私が(上
記論文中で)指 摘 した通 り,Faulknerは人間 の肉体 とい うものを無視 して愛
を語 ったた め しのない ことに,こ こで再度注意 してみ ることも無意味ではない
と思 う。
MS.,TS.第1章 と,そ れが利用 された改訂版第16章との間の異同につい て
も う少 し触れ るな らば,改 訂版では刑務所 内でのHoraceとGoodwinの 会
話 が 拡張 されて,Goodwinの自棄 的 な 気分が一層濃い ものに なってい るほ
か,R.112に あるHoraceがRubyを 自分の家へ連れ て行 き,そ のあ と妹 の
家で昼食 を とる とい う部分 も新設 とい うことに なる。ただそ の うちの,赤 ん坊
を抱 きす ぎるRubyに 向って乳母を雇 った らど うか とい うHoraceのことば
は,実 はMS.2,TS.4でNarcissaから浴せ られ る罵言 を きつ かけに して,
Horaceの中で回想 されたRubyと の対話一 子供 と夫 のために必死に生 きて
い る彼女につい ての思い出を短縮利用 した もので ある。
なお,MS..3,TS.6には,MissJennyが五年前に軽 い卒中にかか り,そ
れ以来 車椅子を使 っての生活だが,し か し八十九才 の今 もそ の元気 は少 しも衰
えない とい うよ うな説明があ り,こ れ もただの二行 に圧縮 され,年 令は九十に
な ってR.第3章 の冒頭に移 されてい る。
この章はMS.5,TS.14で 終わ るが,最 後に も うひ とこと付け加えてお き
た いo
手稿 本に よるオ リジナル版Sanctudryの研究(1)(菊 池) 177
第1章 の結び の ことばは,HoraceがNarcissaの運転手で あるIsomに 告
げ る"Youmighttellher〔Narcissa〕itwasnottoherIran"で,それ
はMS.,TS.,R.共に変わ りは ないのだが,と りわけ オ リジナルSanctuary
を読 みなが ら,こ の ことばに表われてい るHoraceの妹に対す る苦 い幻減感 を
見逃 して しまっては,こ の作品に盛 られたFaulknerの真意を理解す る鍵 が,
ここで も一つ 失 われ て しま うことにな るだろ う。FaulknerがMS.5で一度
書いて抹消 した文は,た しかに生硬ではあ るが,そ れだけに反 って,期 待はず
れ の妹を含めた世間のむ ごさ冷た さに対す る,Horaceの苛立ちの気持 を生 な
かた ちであ らわに してい るか もしれない。 次 のよ うな文章で ある。(× は判 読
不能 の語。)
Itwasn't.toherIwasrunning,(x),hesai(1This(×)
that.Thenhewassayingagain.Thatda皿nedthing.That
damnedthing.GoodGod。GoodGod.GoodGod。
2.「 第ll章」 に つ い て
MS.6,TS.15から始 まる第 皿章は,HoraceがGoodwin夫 婦 とかかわ
り合いを持つ よ うになった経緯を説明す るが,ま ず最初 は,Goodwinたちの
隠れ家に紛れ込む きっかけになった彼の家 出のい きさつ が語 られ る。
この部 分はR.第2章P.13,1,10か らP,15,1.3までに利用 されてい る
が,MS.,TS.と比べれば措辞にかな りの変 更があるばか りでな く,ナ リジナ
ル版ではさ して意味 のない もの と見過 ごされかね ない"hammock'と い うこ
とばに,新 しく 「ぶ ど うの葉蔭にあ る」hamm㏄kと い うイ メージを付け加 え
て アクセ ソ トを強 め ることを図 ってい るよ うに思われ る。
第II章の書 き出 しは次の通 りで ある。(MS.,TS.間には,前 置詞,句 読点
等に一,二 の違 いがみ られ るが,ほ とん ど両者同一。 ここではTS.か ら引用。
イタ リックろ筆者o)..
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Athome,fromhisstudywindow,hecouldseethegrape
arbo二Each$pringhewatchedthereaffirmationoftheold
ferment,thegreen-snaredpromiseofunease.whatblossom
thegrapehasinAprilandMay,thatis:thattortured,
waxlikebleedinglessofbloo叫thanleaf,untilinthelate
twilightofspringLittleBelle'svoicewouldseemtobethe
'
murmurofthewildandwaxinggrapeitself.Shewould
neversay"Horace,thisisLouisorPaulorwhoevef'but
"It'sjust】日【orace
,"andthepalewhisperqプhers〃za〃white噛〃
θSSMovinginthehammock,whisPeringtothedelicate
andasrgentmamnzalianrifeneSSげthatcuri'OUSsmallftesh
whichhedidnot∂ θg召彦.(MS.6,TS.15)
イタ リックス部分は,"hammock"とい う語を除けば,R中 に全 く痕 を とどめ
ていない。 だがオ リジナルSanctuaryでは これ と同種 の文が第刈章(MS.69,
TS.178L79)にも出て来 て,そ れ はR.の 第19章(pi162)で使われ てい るの
だが,同 じ表現が二度繰 り返 された とい うことは,LittleBelleをめ ぐるこの
表現が作 品の中であ る重要性を持 っていた ことを示すはずだ し,そ の意味にお
いて,問 題 のイタ リックス部 もす っか り省かれた とい うよ りは,R第19章 の
方に吸収 された と考えた方が よいだろ う。
さて,上 記MS.,TS.中 の,「ぶ ど うの葉 の茂 りとそ の花」 の持つ意味につ い
ては,こ れ もすでにrHoraceBenbowのincestuousな感情」 の中で述 べて
い る ことなので,こ こでは必要 な補足説 明以外,で きるだけ繰 り返 しを避け な
が ら論を進 め よ うと思 うが,し か ・し少な くとも,Horaceの中にはLittleBelle
に対す るincestuousな愛一一 肉的欲望があった,と 多 くの研究老 に考 えさせ .
る因 とな った上記 の表現が,実 はそれ と全 く逆に,娘 の肉体的無垢 が,彼 女 自身
の軽薄 さか らわけ のわか らないかた ちで汚 され て しま うことに対す る,Horace
の父親 としての危惧を根に して生れた ものだ った とい うことは,や は りも う一
度指摘 してお く必要 があ ると思 う。 「父親 として」 と言 った が,も っ と正確 に
はs・Horaceにしてみればそれは 「人 間 と して」 の問題であ った とい うべ きだ
ろ う。HoraceにとってLittleBelleの無垢は とい うよ りも,特 定 の誰
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の もの とい うことではない,「無垢」そ の ものが この世界 で 最 も大 切な ものな
のであ り,オ リジナルSanctuaryはまさにHqraceにおけ るこの信念を め ぐ
っての物語 なのだが,彼 は義理 の娘に向って 自分 の現在 の無垢を もっ と大切に
考えてほ しい と願 うのであ る。 このぶ ど う棚 の場面 に続 くHoraceとLittle
Belleのや りと り(R.で はPP.13--14)は,娘の振舞いに対す るHoraceの
懸念を 明 らかに示 してい るが,先 入観を持 って読む人には この場面 のHorace
に さえ,ま た義理 の娘に欲情 して嫉 妬す る男を見 るのだろ う。
「Benbowのincestuousな感情」で明 らかに した よ うに,Horaceば男女
の性的な結びつ きにはむ しろ否定的な立場を とる人間なので ある。義理 の娘を
男 の 目 で 眺 めてい るな どと考え ることは全 くで きないが,し か しそれだけに
LittleBelleの行為はや り切れない軽はずみ な もの としで彼 の 目に映 る。そ こ
に性的なにおいを彼は嗅 ぎとるか らである。 彼女 はい ま,hammockに乗 って
男 とひそ ひそ話を交 してい るわけだが,TheSoundandtheFecryのCaddy
とそ の娘 のQuentinにおけ る"swinぎ'と同 じ く,Sanctuaryでの"hammock"
は,LittleBe11eの処女喪 失への第一 歩 となるものか もしれず,と すれば,そ
の意味におい て この"hammock"には,男 に対す る女 の誘いが表象 されてい る
と考えていいで あろ う。ただ,ナ リジナル版では,そ れは まだ余 り強 く前面に
出ていなか った のだが,書 き直Uこ 際 してFaulknerは"hammock"セこよ り
以上 の強調を与 え,意 味を深化 させた とい えると思 う。"hammock'とい う語
をめ ぐって彼が改訂版(P.13)で付け加 えた ものは次 の通 りで ある。
(1)andinthewinterIcouldseethehammocktoo.Butin
thewinteritwasjustthehammock.That'swhywe
knownatureisashe;becauseofthatcon$piracybetween
femalefleshandfemaleseason.(R.13,ll.11-14)
(2)thereaffirmationoftheoldfermenthidingthehammock
(R.13,11.15-16)
(3>awildandwaxlike,bleeding1サssofbloomthanleaf,hiding
andhidingthehammock(R.13,ll.17--19)
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青 々と茂 るぶ ど うの葉が押 しか くしてい るhamm㏄k-一 つ ま り,思 春期 の少
女 もまた間違いな く身内に蔵 してい る,男 を誘い男に誘われたい とい う女 の欲
望一 それはい ま,彼 女 の,あ るいは彼女 らの溢れ るばか りに瑞 々しい活気 に
か くれ て,他 人には(お そ らくは 自分た ちに さえ も)見 えていない ものだ ろ う
が,青 春 とい うい っ ときが終わ って しまえば,彼 女 らのそ の欲望は あ らわにな
り,む しろ彼女 らはただそれだけの ものになって しま うのだ一 これがR.に
おけ るHoraceの饒舌 の意味 のはずであ る。
MS.で もRで も,・Horaceはこのあ と,前 述 の よ うにLittleBelleが家
に連れて来た男 の ことで彼女 とい さかいをす る。 だがそ の時,Horaceは涙 と
香水 のか お りとで 死 んだ 花 のよ うなにおいを さ せ て 詑 び るLittleBelle
(rBenbowのincestuousな感情」 で述べた通 り,Faulknerの考え る真 の
virginityはにおい さえ全 く持た ない もので ある)が,し か し実は何 の感情 も
な く彼 の後頭部を眺 めてい るだけ,と い うことを鏡 を見 て知 って しま う。女 の
見せかけ とそ の内実 一一 すなわ ち,青 いぶ ど うの葉 と,そ の蔭にか くされた ハ
ソモ ヅク。 まさし くそれは,そ うい うかた ちで示 され るものだ った のであ る。
ここでのLittleBelleは白い ドレスを まとってい ることにな ってい る。 そ し
てついでにい えば,次 の第 皿章(R.第3章,第15章)で は,Narcissaも白い
ドレスを着 て登場す る。 内部に 「汚れ」 を,あ るいにそれへ の欲望を蔵 しなが
ら,う わ べだけ の無垢,清 らか さの誇示,自 分を一つ の生 きた``sanctuarジと
見 てほ しい とい う自己宣伝一 この二 人の女に 白い ドレスを着せた とい うこと
に,Faulknerがそ うした アイ ロニーを こめた とみて 間違 いはないはずで あ
る。
LittleBelleが見せた態 度,様 々な面で女 のあのや り切れな い醜 さがほの見
えていた態度,そ れがHoraceをしてむな しい思いに駆 りたて る。妻Belleと
の十年間 の結 婚生活は,実 はLittleBelleの無垢に よって,そ の無垢で心を
洗われ るよ うに思 うことに よって何 とか続けて来た ものだ った。LittleBelle
が汚れ に染 ま らずにいてほ しい とい うことを,自 分 はただに年長者 としてだけ
手稿本 に よるオ リジナル版Sancteearyの研究(1)(菊 池) 181
では な く,人 間 として心か ら願 い,そ の願いを こめて彼女を眺めて来ていたの
だが,自 分のそ うい う気持は彼女に全 く通 じていなか った のだ。 このむ な しさ
がHoraceを放心状態に させ,彼 は 自分 の部屋に坐 って風 に揺れ る窓 の カーテ
ソをぼんや りと眺め る。LittleBelleの無垢を間に置 くことで何 とか救われ る
よ うな思いを しつづけて来た,そ うい う自分 とBelleの結婚 とは,一 体何 であ
った のだ ろ う。 こうしてHoraceは,十 年前Belleと・一A緒に なった前後に,
自分 の身に起 こった様 々な事柄 の回想に入 って行 く。
MS・7は,Fau1㎞er、が この部分 の書 き出 しにかな り苦労 した らしい と推測
させ る痕を残 してい る。書いては消 し書い ては消 しして,し か し結局次 の よ う
な,放 心 したHoraceの眺 め るカーテ ソの描写 か ら始 める。
Inthewindowthecurtainsblewinandoutofthesunlight
inalternatefireandash;hecouldsmelllocustonthe
breeze,burningalongtheairalmostlikethatoffull
SUmmer.(MS.7,TS.17)
Belleは怠惰で欲望だけ の強い女 である。 結婚後二 人はKinstonに住む こと
に した が,そ れはBelleの希望に よるものだ った。
BellehadchosenKinstonbecauseofthatland,theblack,
rich,foul,unchastesoilwhichseemedtoengendermoney
outoftheveryembraceoftheair...(MS.7,TS.17)
このHoraceの回想部分は,た だ 二箇所を除 いてす べてR.一か ら落 され る
が,Belleの物欲 の強 さを示す上記部分 はそ の残 された二箇所 の うちの一つで,
R.15に利用 されてい る。 とまれBelleのこ うした物欲 は,し か し彼女 の前夫
HarryMitchellによって作 られた ものだ ったか もしれない。
Onceshehadnotbeensokeenaboutmoney.Thatwas
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withHarryMitchel1,whoneverpretendedtoofferherany・
thi.ngbutmoney,_(MS.7,TS.17)
Horaceはこ う回 想 す る の だ が,・前 夫 の 影 響 に しろ 彼 女 の 本 性 が も と も とそ う
い う も の で あ っ た に しろ,Be11eと い う女 が ス ポ イル され て い る こ とは 間 違 い
な い 。 こ の欲 望 の強 い 有 夫 のBelleに愛 を 求 め られ るHoraceは,せ め て も 自
分 の 信 じて い る,あ る べ き愛 の 姿 を 彼 女 に 説 く ら しい の だ が,彼 女 は 気 だ るげ
に"Donttalktomeaboutlove"(MS.7,TS.17)とい うだ け で,代 りに
Horaceに向 っ て"you'reinlovewithyoursister.Whatdothebooks
callit?Whatsortofcomplex?"(MS.7,TS.18)と反 問 す る 。
これ に 対 す るHoraceの 返 事,"Notcomplex"(Ibid.)は重 要 で あ る。
Horaceは妹 を 愛 して い る こ とを 否 定 しな い 。 そ れ は 彼 に と って ま さに 事 実 だ
か らで あ る。 だ が そ の 妹 へ の愛 が,心 理 学 的 なComplexに 基 づ くな ど と解 釈
され る こ とに,は っ き り拒 否 す る。 この 返 事 は 彼 の一 種 の鞍 晦 な ρ だ ろ うか,
あ るい はHoraceが 心 理 学 に 無 知 で あ った た め に 自分 の 感 情 がcomplexと よ
ば れ る もの に 入 る とは 知 らな か っ た とい う こ とな の で あ ろ うか 。 ど ち ら の解 釈
も大 き な 見 当 違 い で しか あ る まい 。 彼 が 妹 を 愛 す る の は,第1章(MS.3)で
明 らか な よ うに,彼 女 の 中 に"imperviousness""inviolation"を一 つ ま
り,自 分 が 人 間 の 心 の 理 想 の状 態 と信 じて い る も の を 見 た か ら な の で あ る。 心
理 学 な ど とは 何 の 関 係 も あ りは しな い 。Horaceは続 け て"Doyouthinkthat
anyrelationwithhercouldbecomplex?"(Ibid.)とい うが,今 度 の こ の
"complet'に彼 は 自分 の そ うい う気 持 を こめ て い る ので あ る
。 妹 に 対 して ど う
して 「複 雑 」 な どに な り うる だ ろ う。 彼 女 は 骨 の 髄 まで 清 澄 な だ け な の だ 。 こ 、
れ をHoraceは,"Awolnanforwhomevenluck,life,simplifieditself"
(Ibid.)と表 現 す るの だ が,更 に こ の こ とを 作 者 に 即 して い え ば,Faulkner
は 少 く と もオ リジ ナ ルSanctuary'にお け るincestuousな愛 を,心 理 学 的 な
目で 眺 め られ る こ とを 拒 否 して い る の だ とい う こ とに な る だ ろ う。 だ が 今 まで
の研 究 者 は,こ のBelleとHoraceの や り と りを た だ の お 話 と して 読 み 流 し
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て しまった。そ してHoraceの内部をBelleが した と同 じに心理学的に憶測
し,結 局Belleと同 じにHorace,を蔑む ことになって しまった といわ ざるを
えない。
オ リジナル版では,第 皿章 までにTempleを 除 く主要 な作中人物がす べて
登場す る。彼 らはそれぞれ各 自の内部を この第1,皿 章の内でかい ま見せなが
ら,以 後作品 の中で演 じて行 くで あろ う自分 の役割を暗示す るのであ る。そ う
い う意味か らもこの二章の読み方 には充分 な注意 が必要 だが,特 に現在問題に
してい る第 皿章 のこの部分は,Be11e,Narcissaとい う二人の女 との関係を通
してHoraceの内部が明 らかに され る一一 その生 きる姿勢が浮かび上 って来 る
とい うことのために,Horaceとい う人物 を,正 しく理解す るに しろ誤解す る
に しろ大 きな影響 を 持 つ 箇所であ ることは間違いない。従 って,も しζこで
Horaceを誤解す るな らば,そ れは作品全体 に対す る決定的な誤解へ とつなが
って行 くことは明 らかであろ う。..
とまれ,Belleは"Idqntneeda.10ver"(MS.7,TTS.18).と言 って,
Horaceが彼女 に とってのただ一 人の男にな ること,つ ま り彼女 と結婚す るこ
とを求め る。 しか しそ う言いつつ彼女は また,Horaceがなろ うことな ら彼の
"impossiblehair"一 つ ま り妹に とってのただ一人の男でいたい と思 ってい る
のだ ろ うとも指摘す る。 これに対 してHoraceはただ無言を守 る。 このBelle
の指摘 に も間違 いはないか らであ る。実際,こ の昔 のBelleとのや りと りは,
更にHoraceをして恰度その頃 もち上 ったNarcissaの結婚ぱな し 一"aman
_whomshehadknownallherlifewithouthavingsaidfourwordsto"
(MS.7,TS.18)であ るYoungBayardとの結婚を,妹 に思い とどま らせ
よ うと必死になった 自分を思い出 させ る。
"Whatareyou
,anywayPWhatsortofIifehaveyouledfor
tw・nty-・ixye孕r亀thaty・ul.・an・1i・㌻herewithth・ ・upre皿・ ・.
ahdplacidstupidityofacowbeingmilked,whentwonights
fromnow-"heceased.Shewatchedhim .whilethefinal
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wordcompleteditselfbehindhereyesandfaded."Narcy,"
hesaid,"dontdoit,Narcy.Webothwont.1'1レListen:
webothwont.Youhaven'tgonetoofarthatyoucant,
andwhenIthinkwhatwe...withthishouse,andallit-
Dontyouseewecant?It'snotanythingtogiveup:you
dontknow,butIdαGoodGod,whenIthink。.."
(MS.7,TS.19-20)
こ うい うHoraceに 対 して,Narcissaはた だ"You'vegotthes皿ellofher
〔Belle〕alloveryou.Can‡youteUit?"(lbid)と答 え た だ け で あ っ た 。
重 要 な こ とは,当 時 のHoraceに と っ て,妹 の こ とば が,一 か ら十 まで 自分
を 無 視 した 冷 た い 言 い 方 とだ け 聞 こえ る もの で は な か った と理 解 す る こ とだ ろ
う。 た しか にHoraceは,自 分 の こ とば を 受 け 容 れ ず わ け の わ か らな い 結 婚 を
して し ま うNarcissaを見 て 手 ひ どい 打 撃 を 受 け る。"Horacedidnotattend
thewedding;hemerelysawherwalkoutofthehouseinacostume
hehadneverseenbeforeandwouldneverseeagain;heneversawthe
twoofthemtogetherafterthewedding"(MS,8,TS.20>とい う こ と で
は あ った が,し か し一 方 彼 は,「 か らだ 中Belleの に お い だ らけ 」 と 自分 を 非
難 す る 妹 に,ま さ にimperviousな彼 女 の 真 骨 頂 を 見 て い た は ず で あ る。 物 欲
と色 欲 の 塊 で あ るBelleと関 係 を 持 った こ とに,つ ま りみ ず か ら汚 れ に 染 ま っ
た こ とに,Horaceは あ る種 の う しろ め た さ を 感 じて い た こ とは 間 違 い な か っ
た ろ うが,だ か ら こそ 十 年 後 の い ま,無 垢 の 時 を 終 わ ろ う と して い るLittle
Belleから受 け た 打 撃 を き っか け に,か つ て 自分 の 不 潔 さを 責 め たNarcissa
の,そ のimPerviousnessを彼 は 心・に 思 い 浮 か べ るわ け な の で あ る。
結 婚 して す ぐ,夫 に 棄 て られ たNarcissaにっ い て,Horaceは も う一 つ の
思 い 出 を 持 っ て い る。 十 一 月 の あ る 雨 の 日,彼 は 雨 に 濡 れ て 外 出 か ら戻 り,自
分 の 家 で 思 い が け ずNarcissaに出 迎 え られ る。 この 挿 話 は 一 度Sartoris中に
描 か れ た もの だ が,(9)も しFaulknerに お い て,雨 とい う も の が 私 の 主 張 通
(9)SeeS〃'oプゴε(Lorrdon:Chatt6&Windus,1964),pp.223-24.
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り,働 人 間 の 内部に浸透 しその内部を 侵害す るものを表象す るな らば,表 面
的には必ず しも重要 とは思 えない この挿 話を,わ ざわ ざ繰 り返 し持 ち 出 した
Faulknerの意図 も理解 されて来 るよ うに思 う。 す なわ ち,雨 に濡れそぼ って
しょんぼ り戻 って来たHoraceは,Belleのにおいをか らだの中 まで滲み通 ら
せて,み ずか らを 持 て 余 してい るような男であ り,一 方そ うい う彼 を"You
fool!Youfool!Youhaven'tevenanumbrella!"(MS.8,TS.20)と言 っ
て迎 えて くれ るNarcissaは,Horaceにとってはやは り妹 らしいや さしさを
持 ち,し か もまた,結 婚 してなお雨に 内部を侵害 しよ うとす る ものにim・
perviousであ ることを忘れない女であ るよ うに見 えた とい うことではなか った●o●
ろ うか 。 第V章 へ 行 く と,我 々は"Heseemedtohaveexpectedhertobe
imperviousnotonlytomarriage,buttoSartorisaswe11"(MS.29,TS.
70)と い う こ とば に ぶ つ か る の で あ る。
と ま れLittleBelleから受 け た 打 撃 に よ っ て,Horaceは あ らた め て,妹 の
終 始 変 わ らぬimperviousnessをな つ か しい も の に 思 い 返 す の で あ る。
ここまで来 て,さ てHoraceは夢か ら醒めた よ うに回想か ら戻 る。その彼の
目に再 び窓 の カーテ ソのかすかな揺れが映 る。"Inthe,windowthecurtains
blewfaintlyuponthesmolderingbreathofIocust"(MS.8,TS.20)。
それか らHoraceは妻Belleの寝室へ行 ってみ る。 そ してそ こで,そ れ ま
で も自分を取 り巻 くものが次第に汚れだけにな る予感におびえていた彼が,家
を出て妻か ら離れ よ うと決心せ ざ るをえな くな った決定的な ものを 目に して し
ま う。
Inamomenthefoundwhatheknewheshould:asoiled
handkerchiefwithwhichshehadremovedsurplusrouge
fromhermouthandstuffedbetweenthemirrorandthe
wal1.(MS.8,TS.20)
⑩See「Sanctuaryに お け るく レ ィン コー ト〉 とく水 筒〉 の イ メ ジ ャ リーに つ い て 」,
『人 文研 究 』(小 樽 商 科 大 学),LVI(1978),53-68。
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改 訂の際にほ とん ど全部削 られたHoraceのこの回想部分の うち,Rで の利
用 のためにわずかに残 された二箇所 の うちの も う一つが この 箇所 で ある。R.
第2章(P.15)に 幾分かたちを変 えて現われ るが,こ うしてRに 残 した とい
うことか ら見 て も,Faulknerがこの汚れたハ ソカチ ーフでBelleの精神的不
潔 さを示そ うとした と考えて間違いは ないであろ う。
さて,こ の不潔 なハ ソカチで絶望的にな ったHoraceの気持 と対照的に,窓
外にはただ 明るい五月の風景がひろがるばか り,と い うことでMS.8の 分は
終わ るのだが,次 のナ ソバ ーは"8-A"と なって,あ とか ら書 き足 された こ
とがは っき りわか るペ ージになる。 この部分はHoraceの 家出 と,彼 がJef・
fersonに辿.りつ くまでの様子を述 べる ことに使わ れてい るが,ま ず彼はBelle
のハ ソカチを洗濯袋 の中に突 っ込み,そ れか ら一冊 の本 とパ イプ とタバ コ入れ
とを持 ったあ と,LittleBelleの写真 を 額縁 か らはず して胸 ポヶ ッ トに納め
るo 、
このHoraceの行 為,こ れが また研究者にLittleBelleに対す るHorace
のincestuousな感情を考え させ るものであろ う。 だが第1章 か らのHqrace
を,そ れが描 かれてい るままに素直 な 目で読 んで来た者には もはや誤解す る余
地 がない。 彼が見 てい るのは,た だ現在 のLittleBelleの無垢なのである。や
が てそれは汚れ るだろ う。 だが少 くともい まは無垢 であ る。汚れに耐 え切れな
くな って家を とび出そ うとしてい る彼に とって,束 の間の もの とは いえ この無
垢 の表象を身近 かに置いてお くのは,せ めて もの心 の慰めにな る ことなのだ。
それは恰度,妹 の"imperviousness"を思い 出 し,そ れに慰めを感 じるの と同
断 なのである。
実際;Horaceに とってNarcissaは終始理想 の女性であ りつづけたのだ
(こうい う余 りに没 現実的な設定が,Faulknerをしてオ リジナル版を書 さ直
させた最大 の 理由であったに違 いない として も)。Jeffersonへの道すが ら,
製材所 のおが くず の上で野宿 しなが ら,彼 は妹 と話 し合 ってい る自分を夢想す
る◎``thenhewastellingherthathehadbeendeadtenyears"(MS,
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8--A,TS.22-23)。だが,こ うい う「ことばの不注意 な読み方 が また,Horace
についての誤解 を 深めさせ る ものなのだろ う。 正 しく見 れば,こ こにはただ
に,妹 がほかの男 と結婚 して しまった ことの嘆 きだけが あるのではな く,自 分
自身の結婚生活のみ じめ さ一 汚れに耐 えつ づけた十年間についての,苦 い思
いが述べ られ てい るのが見 えるはず である。
こ う してHoraceはJeffersonへ徒 歩 旅 行 を 続 け て 行 くの だ が,以 上 検 討 し
て 来 た 部 分 オ リジ ナ ル 版 理 解 の た め に は,そ の門 口 と して 重 要 な もの で あ
るHoraceの 回 想 部 分 一 は,し か し書 き直 しの 際 に 大 方 削 られ て,次 の 泉 の
そ ば で のHoraceとPopeyeの 出会 い か らが 改 訂 版 第1章 の 書 き 出 し と して 利
用 され る こ とに な る(た だ し 旧稿 に か な り手 が 加 え られ て い る㌔
と こ ろ で,MS.で は このHoraceとPopeyeの 出 会 い が 書 か れ て い るMS.
9以 後 か ら,原 稿 の ペ ー ジ ・ナ ソバ ーが,言 っ てみ れ ば 阿 修 羅 の 形 相 を 見 せ 始
め る。 ペ ー ジ は 何 度 も差 し換 え 入 れ 換 え さ れ,ms.左 肩 に あ る ノ ソ ブ ル を16回,
あ る い は17回 と変 更 した も の さ え見 受 け られ る こ とに な る。
泉 を は さ ん で のPopeyeとHoraceの や り と りは,大 筋 に お い てRも
MS.,TS.に 従 っ て い る が,二 人 の 話 を 通 し てPopeyeの 薄 気 味 悪 さ を 一 先 ず
示 した あ と,Faulknerは突 如,"Latermuchlater,itwas-一一 thewoman
shewassittingonthebedinthehote1,besidethechild"(MS.10,
TS.26)と い う書 き 出 し で,衰 弱 し切 った 赤 ん 坊 と一 緒 のRubyの こ とに 話
を 移 す 。 そ この 所 で 彼 女 は,Horaceに"IfIhadmyway,1'dhangevery
manthatmadewhiskyorsolditordrankit,everyGod'soneofthem"
(MS.10,TS.26.TS.よ り引 用)と 語 った りす る の だ が,こ うい う唐 突 な
場 面 転 換 は,ぎ ご ち な さ が 目立 っ て余 り感 心 は で き な い も の の,し か し こ うい
う操 作 を したFaulknerの意 図 は 理 解 に 難 くな い 。 す な わ ち,Faulknerはこ
の 場 面 を こ こに 挿 入 す る こ とに よ っ て,Popeyeが こ の 女 の 不 幸 に 深 くか か わ
う て 行 く も り で あ る こ と,Faulkner自身 の こ とば を 使 っ て い え 醸,こ の 女 に
の しか か る"Popeye'spresenceinblackandnamelessthreat"(MS.4,
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TS.9)を伝 え よ うとした と考えて,ま ず間違いはない。た しかに この作品は,
自分の外 に在 る力 つ ま り,「運命」につ き動 か され る.人間 の物 語で もあ る
のだ。Malrauxふうにいえば,Faulknerは「不治 の病者の部屋にい る死神の
よ うに,各 人の背後にひ っそ りと立 っている運命 の影」cll)につ いて考 えてい
た といえ るであろ う。
ところで,こ の不気味 な黒い存在 であるPopeyeの描 出を,Faulknerは決
して簡単 には行な っていない。次 の一 節を相互 に比較 してみ れば,表 現 とい う
ことに払 う作家の努 力 の 大 きさが理解で きるだろ う。 〔A〕はMS.中 に一 度
書 かれてか ら作者に よって抹消 された文(従 って最 も原型 的な文章 。 ×は判読
不能 の語)で あ り;〔B〕 はTS.(つ ま り,決 定 したMS.と 同形 の もの),
〔C〕はR.の ために書かれた文章 である。
〔A〕
〔B〕
Itwas12milestoJefferson.Hehadbeenhurryingto
geta(×)soastoarrivebeforenightfa11.Beyondthe
springthemansquatted,smokinghiscigarette.Before
loweringh皇sweightintohisheelshespreadasoiled
handkerchiefcarefullyacrosshismuddyshoes.The
bottomsofhistrousers,rolledonce,weresplotchedwith
driedmud,andhesquattedinhistightsuitandhis
stiffstrawhat,hisrighthandcoatpocketsagging
compactlyagainsthisflank,twistingandpinching
cigarettesinhislittledo11-1ikehands,spittingintothe
spring.〈Acrosshisvestranaplatinumchainless
coarsethan.aspider'sskein.>Hisnosewasfaintly
aquilineandhehadnochinatal1.Hisfacejustwent
away,1ikethatofawaxdollsettoonearafire.
(MS.11.〈 〉 内 は マ ー ジ ソ へ の 追 記 。)
BeforeloweringhisweighttohisheelsPopeyehad
spreadasoiledhandkerchiefcarefullyoverthem,and
hesquattedinhistightsuit,hisrighthandpocket
saggingcompactlyagainsthisflank,twistingand
⑪AndreMaIraux,"APrefaceforFaulkner'sS伽`'uary,"Fau'ゐ"〃'A
Co〃60'ゴoπOfCritiea'Essaンs,RobertPennWarren,(ed.),(EnglewoodCliffs,
N.エ:Prentice-Hal1,1966),p.273.
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pinchingcigarettesinhislittledol1・-likehands,spitting
intothespring.Hisnosewasfaintlyacquiline,andhe
hadnochinatall..1{is主acejustwentaway,likeawax
dollsettoonearthefire.Acrosshisvestranaplatinum
chainlesscoarsethanaspider'sskein.Behindhimthe
birdsangagainandHoracelistenedtoitinakindof
rage,tryingtorememberthenamebywhichcountry
peopleknewit.(TS.26-27)
〔C〕FromhishipPocketPopeyetookasoiledhandkerchief
andspreadituponh量sheels._Againthebirdsang.
"Andofcourseyoudontknowthenameofit
,"the
manacrossthespringsaid."Idontsupposeyou'dknow
abirdatall,withoutitwassinginginacageinahotel
lounge,orcostfourdollar白onaplate."Popeyesaid
nothing.Hesquattedinhistightblacksuit,hisright-
handcoatpocketsaggingcompactlyagainsthisflank,
twistingandpinchingcigarettesinhislittle,do11-1ike
hands,spittingintothespring.Hisskinhadadead,
darkpallor.Hisnosewasfaintlyaquiline,andhehad
nochinatall.Hisfacejustwentaway,1iketheface
ofawaxdollsettoonearahotfireandforgotteh.
Acrosshisvestranaplatinumchainlikeaspiderweb.
'(R
.5)
こ の 度重 な る 推敲 に もかかわ らず,'しか しPopeyeな る 人物 は 実 は
Sanctuaryで初 めて創出 された ものではない。1926年二 月頃に書かれた と推測
できる短篇"TheBigShot"(未刊 行)に,(12}彼はす でに次 の よ うな風貌で
現 わ れ て い る の で あ る 。
⑫Blotnerは,"TheBigShot"が,1926年2月 初 め 頃 にFaulknerがメ ソ フ ィス の
ナ イ ト ・ク ラブ であ る女 か ら"Popeye"とい うあ だ 名 を持 つ イ ン ポ テ ン トな 一 人 の悪 党
の 話 を 聞 い た,そ の あ と 程 な く して 書 か れ た もの だ ろ うと 推 測 す る。SeeJoseph
Blotner,Faullener'ABiograPhy(NewYork:RandomHouse,1974),1,492.
と ころ で,FaulknerはSoldie〆sPayが 出 版 され た 同 年2月25日 まで に はNew
Orleansに戻 って お り,一 方"TheBigShot"の タ イ プ原 稿 第 一 枚 目の右 上 隅 には,
"Oxford
,MississipPi"の文字 が 見 出 され るの で,(上 記 のBlotnerの 推 測 が 正 しけ
れ ば)"TheBigShot"の 執筆 は1926年2月20日頃 まで に な され た とい う こ とに な ろ
う。 この作 品 は,よ うや く1930年に な って 一 一す べ て不 採 用 だ った がr・Ame.ric..an
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_aslightmanwithadeadfaceandd臼adblackhairand
eyesandadelicatehookedlittlenoseandnochin,crouching
snarlingbehindtheneatblueautomatic.Hewasalittle,
dead-100kingbirdinatightblacksuitIikeavaudeville
actoroftwentyyearsago,withasavagefalsettovoice
like,achoir」boy,...〔13}
"TheBigShot"に っ い て は
,こ の あ と,本 論 第4章 で も う一・度 詳 し く紹 介
す る 予 定 で あ るが,Popeyeと い う悪 党(Faulknerの 言 い 方 で は"thug')
は,ま ず"TheBigShot"でその外形 をかた ち造 られ,Sanctuaryにな って
か ら更にそめ中に無類 の凶悪 さを詰め込 まれて稀代 のthugに 成長 した といえ
るわけだが,{14}上に見 る ような二度三度 の推 敲は,こ の人間離 れ した人物 の
もつおぞま しい雰囲気を,よ り適確に,よ り簡明に伝えよ うとす る苦心の痕を
示す ものであろ う。
さて,こ うしてPopeyeの 容 貌風釆が紹介 されたあ と,HoraceはPopeye
の 後 に つ い て 泉 か ら 砂 の 道 を 進 ん で 行 く こ と に な る の だ が,歩 い て い る こ の 時
Mercuryその他 数 誌 へ 送 付 さ れ て い る。SeeJamesB.Meriwether,TheLiterary
Careerof17VilliamFaulkner'ABibliograPhicalStudy(Columbia,S.C.:
Univ.ofS.C.Press,1972),p.170.この原 稿 発 送 の 時 期 を 重 視 す る と,"TheBig
Shot"はオ リジ ナルSanctuary(1929)のあ とに書 か れ た と も考 え られ る。 しか し実
の 所,1930年ぐ らい まで のFaulknerは,作 品 が で きれ ば す ぐに 買 い 手 が 見つ か る と
い う よ う な 作 家 で は な か った に 違 い な く,例 え ば,Faulknerが1928年12月 に
Scribne〆s誌の編 集 者AlfredDashiel1に宛 て た 手 紙 は,当 時 の彼 の そ う した 立 場
を 明 らか に 示 して い る と思 わ れ るが 〔JosephBlotner(ed.),SelectedLetterso/
VMilliamFaκlkner(N.Y.:RandomHouse,1977),PP.41-42〕,その 時売 り込 み
を 計 った"MissZilphiaGant"も,そ れ が 実 際 に 陽 の 目を 見 るの は 結 局1932年に な
って か らな の であ る。
⑯Thetypescriptof"TheBigShot,"pp.1-2.現在 この 原 稿 は,Sanctuaryの
原 稿 同様,TheFaulknerFoundationからオ ール ダ マ ン図 書 館 に 寄 託 され て い る。
⑭Faulknerが メソ フ ィス で,未 知 の 女 か ら聞 か され た イ ソ ポ テ ソ トな 男 の 異 様 な性 行
為 の 話 は,"TheBigShot"の 中 で は 全 く使 わ れ ず,こ の 短 篇 で のPopeyeは 少 々頭
の 足 りな い 燥 狂 の麻 薬 常 用 者 と して描 か れ て い るに す ぎな い。 言 い か え れ ば,そ の女 の
話 はFaulknerに と っ て,利 用 す べ く余 りに シ ョ ッキ ン グだ った の で あ り,も しFaul・
　 ロ コ ロ ロ コ の
knerが,主 と して経 済 的 必 要 か ら敢 え て 「想 像 し うる最 も怖 しい話 」(lntroduction
totheModernLibraryeditionofSanctuary,1932,P.-vi)を作 り出す こ とに 踏
み 切 らな か った な らば,あ る い は彼 の 文 学 世 界 に 決 して現 わ れ る もの で は な か った の か
・も しれ な い。 』 「
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にHoraceの頭に浮かんだ次の ことがR.が らは除かれ てい る。
Horacethoughthowthemanseemedtoknowthathewould
notbreakandrun,1iketherereallywasaneconomyof
bloodshed,violence.Hehadneverseenthepistol,yethe
knewitwastherejustasheknewthemanhadanavel,
andwatchingtheother'sfinickinggaithethoughthowthe
manshouldhave'beenaeunuch,servinghisendswitha
silkencordinachamberlightedbyasilverlampofscented
oil;asilentshadowhighonthesecretarrasbeyondwhich
nightingalesweresinging.(MS.11,TS.28)
だが,こ の想念はいかに もわ ざ とらしい。Horaceの異 国趣味,な どと言 って
す ま してはい られない態の もので,こ こには,以 後作 品 の 中 で 明 らかに され
る,Popeyeとい う人間に まつわ る最 も重要 な問題が早 々と予告 されてい ると
言 ってい い。 す なわち,殺 人老不能者 としてのPopeyeはもちろんの こと,
もしか した ら陰 惨な仕方でのTemple凌 辱か ら,彼 女をめ く・って異常な性の
世 界が繰 りひろげ られ るデ淫売屋 の密室 の まが まが しきす らほのめか され てい
ると言え るか も しれない。 だがそ うだ とす れば,こ の時のHoraceは,通 常
の彼 に似合わ ぬ どころか人並 みはずれて千里眼的 といわね ばな らず,そ の リア
リテ ィの乏 しさ とい うことに,FaulknerがRか らこの叙述を取 り除いた理
由の一っは見 出 され る ように思 う。
ところが このPopeyeが,次の場 面では,た かが一羽 のふ くろ うにおび えて
Horaceにしがみつ くとい うことにな る。 そ して この時,HoraceはPopeye
とい う人間の持つにおいを嗅 ぐのである。
Hesmellsblack,Horacethought;hesmells.likethatblack
stuffIthatranoutofBovary'smouthanddownupon』her
bridalveilwhentheyraisedherhead.(MS.12,TS.29)
これはR7'に その ままの形 で移 され てい るが,こ の叙述に合わぜて ここで も
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う一つ注意 しておきたい ことは,MS.,TS.の第V章 にな ると,こ れ と同 じ表
現がBelleにかかわ って使 われ る とい う事実 であ る。 この第V章 でのBelleの
記述は,し か し書 き直 しの際に除 かれて しま うので,刊 行本に よっては この問
題 を 考 えることが 不可能 にな って しまったが,そ れに して もFaulknerが
Be11とい う女を,Popeyeと同種 の内的に腐敗 した 人間 として描 き出 してい る
ことはないが しろに できない。Popeyeはやがて世間か らは じき出 され,一 方
Belleはの うの うと世 間の中で生 き続け る。 人間社会 の虚偽 と偽 善 と 利己性
一 そ うした ものに対す る痛烈な アイ ロニーをFaulknerの筆先 きに見て とる
の も大切 な ことだろ う。
ともあれ,ふ くろ うが 飛 び 去 ったそのす ぐあ と,夕 暮 れ の 空 を 背 景 に
Popeyeたちの隠れ住む廃屋が見 えて来 るとい う所 までが,MS.,TS.第 皿章
の うち,(か な りかたちは変わ るが)改 訂版第1章 の 前半分 として利用 され る
部分 とい うことになる。
上記以後 のMS.,TS.第 皿章,つ まりHoraceが,物 語 に ま ず"the
barefooted-man"として登場す る精薄 のTommyに 案内 され て丘 を下 って
行 くくだ り以降は,再 びR.第2章 に移 されそ の うしろ三分 の一 として利用 さ
れ るが,そ の うち,書 き出 し直 後に ある次に引用す る一節 と,も う一 つ,雪 解
けの出水 に 洗わ れ朽 ち 葉に覆われた廃 屋につなが る道を歩いて行 きなが ら,
Horaceが想像す るその道 の辺の昔 の光景に関す る記述は,削 られ てR.に は
あ らわれない。(MS.,TS.間に一,二 些小な違いがあ る。TS.か ら引用。)
Hefoundthathewasdrunkerthanhehadthought,as
thoughsomequalityinthedarkness,thesilence,thesteady
motionofwalking,hadreleasedthealcoholwhichthewoman,
herpresence,consciousnessofhervoice,herflesh,hadheld
forthetimeinabeyance.(MS.12,TS.30)
この一節は,間 違いな くGoodwinの女Rubyの,Horaceに 与 えた衝撃
の強 さを暗示 してい る。Rubyが どれほ ど強烈 な印象を 耳oraceに与 えたか は
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次 のMS.第 皿章(TS.策IV章)で詳 しく述 べ られ るのだが,上 記の簡単な一節
も,削 られた とはいえ,こ のす ぐあ とに 出て来 る妹Narcissaに対す るHorace
の感情 の微妙な変化 を述べ る くだ りについて,正 しい理解をえ るためには無視
で きない ものな のである。
だがその問題 に入 る前 に,順 序 として,同 じくR.か ら落 された も う一 つの
節についてまず考 えておきたい。 削除 された次 の文 も,Faulknerの文学全体
か ら考えるときには大 きな意味 を持 って来 る ように思われ る。
Horacecouldseebroughamsandvictorias,FrenchorEnglish-
made,perhaps,withdelicatewheelsbehindsleekflicking
pasternsinthemilddust,bearingwomeninfloweredmuslin
andchipbonnets,theirbodiesrisingplianttothemotion
ofdeepsprings,flankedbyridersinbroadclothandwide
hats,tellingthemonth-01dnewsofChapultepecorSumter
acrosstheglitteringwheels(MS,12,TS.30-31)
Chapultepecとは,メ キシ コ ・シ テ ィ南西3-1イルの所にあ る風光絶佳 の 丘
で,南 北戦争後,メ キシ コ皇帝 マ クシ ミリァ ソが,こ の丘 の上に立つ ヨー ロッ
パ風に飾 られた城に南軍 の亡命将軍たちを迎え入れた ことがあ り,またSumte「
は,南 北戦争開始 の最初の砲声が轟 いた,サ ウス ・キ ャロィナ州チ ャ 一ール ス ト
ソ港 外 に あ る砦 を 指 してい る もの と考え られ る。 だがそれに して も,た かだか
道を歩 きなが ら頭 に思い描いた光 景の叙述と しては,こ れはい ささかか くだ く
だ し過 ぎは しないだろ うか。FaulknerがR.でこれを削 った真意がそ うした
反省に よるものであったか ど うか。ただ結局陽 の 目を見ない ことにな った とは
い え,こ の一節 は実はFaulknerがマージ ソを使 ってわ ざわ ざあ とか ら書 き足
した ものである ことを 言 っておかねばな ら な い。 そ し て 私 に は,一 度 は
Faulknerの頭 に浮 かんだ この光景 一 今は荒れ果てた屋敷につ らな る道 の辺
の,こ の賑やかに華やかな昔の幻 こそ,更 に も う一っ,MS.第 皿章(P.16);
TS.第W章(PP.61-62)に出て来 るGoodwinたちの住むいわ くあ りげな廃
屋 の 描写 と 並 んで(そ れ らは,Snopes一族についての最 も 原初的 な 作品
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"FatherAbraham"中で
,す で に あ る程 度 の輪 郭 を 与 え られ て い た もの で は
あ った が{15}),Jefferson郊外 の 荒 地 に あ る 一 軒 家 に つ い て のFaulknerのイ
メ ー ジ を,よ り鮮 明 に,よ り具 体 的 に す る も の で あ っ た よ うに 思 わ れ る の で あ
る ・.そ して そ の イ メ ー ジ は ・ や が て オ リ?ナ ル 版 の 書 き直 しに あ た り一 とい
tうよ り,正 確iにはMS.脱 稿 の 一 年 後,書 き直 しに 先 き立 つ 六 ヵ月 前,"Lizards
inJamshyd'sCourtyard"カミ書 か れ た そ の 時 に,あ らた め て"Frenchman's
Bend"と 結 び つ け ら れ つ つ(と い うの も,後 述 す る よ うに オ リジ ナ ル
Sanctuaryでは,こ の 廃 屋 の 所 在 す る荒 地 が 即"Frenchman'sBend"では な
い か らだ が),"theOldFrenchmanplace"とい う,Faulkner文学 で は い
わ ば 現 実 以 上 に 現 実 的 な ロ ー ヵ 一ル の 名 前 の創 造 へ とつ な が っ て 行 った の だ と
考 え た い 。(16)
さて,HoraceはTommyに 導 かれ て苦労 しなが ら悪路を進 んで行 くのだ
が,足 を よろめかせつつ彼は妹の こと,妻 の ことを考える。 ところが妙 な こと
が起 こるのである。
Hetriedtothinkofhissister,ofBelle.Buttheyseemed
interchangeablenow:twotiny,notdistinguishablefigures
liketwochinafigurinesseenbackwardthroughatelescope.
Heconcentratedonwalkingstraight,saying"Thisdamn
trouble.Allthisdamntrouble."(MS.13,TS.31)
い まHoraceの 中 で,妹Narcissaが 人 もあ ろ うにBelleと 同 じ よ うな も の,
同 じに ひ ど く遠 い 存 在 に しか 見 え な い の だ 。 わ け が わ か らな い か らHorace
は,そ れ を 悪 路 の せ い に して,精 神 を 集 中 で き な い か らだ と考 え る。 だ が 事 実
は,Rubyと い う女 を 知 っ て彼 の 物 の 見 方 が変 わ っ て 来 て い る の で あ る。 こ の
こ とを(読 者 に)知 らせ る の が,ま さ し く前 述MS.12,TS.30か らの 引 用 文
㈹ この ことにつ いては,拙 論 「Sanctuaryにおけ るく レイソ コ・一ト〉 とく水筒〉 の イ ・
メジ ャ リ一ー一・について」,p.54の本文 及び注2参 照。
(1〔動SeeIbid.
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に暗示 されてい る ものだが,し か しHorace自身の方は,ま だ 自分のそ うい う
気持 の変化に気づかないb次 の項 で述べ る ように,こ のあ とHoraceはも う一
度Narcissaのことを考えるが,そ の時 も彼は,自 分 の中の妹の変わ り方にた
だいぶ か しい思 いをす るだけなのである。
さて,R.第2章 の うしろ三分の一一がMS.,TS.第II章の記述の利用である
ことは先述 した通 りであ るが,し か しそれはMS.,TS.を そ っ くり引 き うつ
した ものではな く,(オ リジナル版に)か な り手を加えたかたちにな っている。
例 えばR.で はTommyがPopeyeの 臆病 さについてお喋 りをす るな どの新
設部 分が あった り,MS.,TS.の記述をかな り落 した りして相 当様変 わ りして
い るのだが,し か しそれに して も大本 の話の運びは同 じと言 っていい。ただ こ
の章 の結末についてい うと,R.第2章 では,Horaceが森 のはずれに待 ってい
た密造酒 を運ぶ トラ ックに乗 り込 んでJeffersonに向か う,と い う所 で終わ り
にな るのだが,MS.,TS.で は,更 にあ とが あって,Goodwinに振 る舞われ
た密造 ウイスキーが身 内で熱 く燃 えてい るのを感 じなが ら,Horaceがトラ ッ
クの上 で もう一 度妹の こと,別 れ て来たGoodwin,その女,Popeyeのことな
どを心 に思い浮 かべる とい うかた ちで続いて行 く。そ して妹を考 えるこの時 の
Horaceにっいて,Faulknerは次 の よ うに書 くのである。
Buthehadmerelyexchangedoneunrealityforanother,
Hethoughtofhissister,Jefferson,'peacefully,with
conviction,butstillitwaslikelookingbackwardthrough
atelescope,(MS.14,TS.35)
トラ ックに乗 って悪路を歩 く悩 みか ら解放 されたHoraceは,た しかに妹の姿
をい まや"conviction"をもって描 くことがで きるよ うにな った。だがなぜか
それは,依 然 として縁のない人 の よ うに遠い ものに見 えるだけなのであ る。彼
,はRubyから与 え られた衝撃 の意味を まだ悟 っていない。ただ何 とな く,妹 が
みす ぼ らしく見 えるのであ る。Horaceのこの 時 の 状態 について,し か し
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FaulknerはHoraceが「一 つの非現実を も ら一 っの非現実に取 り替えただ
け 」 と書 く。 とい うの も,そ れか ら二 日た って(物 語 と しては第V章 で),
Horaceは自分がRubyに よって初めて真 の現実を知 らされたのだ とい うこと
を悟 るのだが,し か し実 をい うと,そ れ さえ もまだ美 しげに彩 られた"unreal・
ity"でしかなか ったのであ り,彼 が現実 と見たその向 こ うになお,陰 惨極 ま
りない本物 の現実 が横たわ ってい ることを知 るのは,結 末のGoodwinの裁判
の時 だか らなのであ る。
とまれ,Horaceの"1'vejustleftmywife"(MS.14,TS.35)とい う
ことば でMS.,TS.の 第II章は終わ る。 これは,ま だ確た る 目標 はない もの
の新 しい気持で これか ら生活 して行 くのだ とい う,Horaceの新生活 開始の覚
悟を こめた ことば と読む べき ものであ る と思 う。
